
今
年
度
は
新
し
い
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
」
の
取
り
組
み
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
行
政
を

始
め
団
体
や
各
種
組
織
等
に
数
多
く
の

計
画
が
樹
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
の

声
を
十
分
に
反
映
し
た
計
画
で
も
実
績

と
し
て
評
価
さ
れ
な
い
場
合
も
多
々
あ

り
ま
し
た
。
今
回
は
革
新
的
な
項
目
も

多
く
、
基
本
方
針
に
基
づ
く
具
体
的
な

行
動
計
画
の
策
定
に
多
く
の
地
域
住
民

や
農
業
経
営
者
が
参
画
す
る
取
り
組
み

が
不
可
欠
で
す
。

日
本
の
総
合
食
料
供
給
基
地
と
し
て

本
県
農
業
の
地
位
を
維
持
発
展
さ
せ
る

に
は
、
広
く
国
民
に
信
頼
さ
れ
る
安
全

で
安
心
な
食
料
生
産
が
で
き
る
産
地
作

り
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

豊
か
な
農
畜
産
物
を
高
度
な
加
工
・

流
通
手
段
で
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
お
届

け
す
る
こ
と
が
食
料
産
地
の
役
割
で
す

の
で
、
関
係
機
関
・
団
体
が
一
丸
と
な

っ
て
元
気
な
産
地
育
成
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

岩
手
県
農
業
会
議

会
長
　
中
　
野
　
昌
　
造

農業会議通信 農業会議通信 農業会議通信 

いわて県 
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平成17年度スローガン  

農地と担い手を  　　 
　　  守り活かす運動 

岩手県農業会議 

1

『
産
地
づ
く
り
が
原
点
』

今

月

の

一

言

●岩手県農業会議定例総会

●紫波町・遠野市農業委員会全国表彰

●本年度第一回常任会議員会議開催

●岩手県担い手育成総合支援協議会設立

●市町村農業委員会会長会議開催

●本県選出国会議員に政策要請



業
務
分
担
替
え
を
行
い
ま
し
た
。
法
的
業
務

や
研
修
指
導
・
農
業
者
組
織
の
運
営
等
多
種

多
様
な
業
務
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
専
属
化
や

情
報
の
共
有
化
が
疎
か
に
な
ら
な
い
よ
う
に

定
期
的
な
業
務
分
担
異
動
を
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

異
動
３
ヵ
月
目
を
迎
え
て
職
員
一
同
、
新

し
い
視
点
で
各
業
務
に
取
組
ん
で
い
ま
す
の

で
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い

し
ま
す
。

去
る
、
３
月
24
日
に
盛
岡
市
の
「
エ
ス
ポ

ワ
ー
ル
い
わ
て
」
に
お
い
て
、
第
八
十
回
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
17
年
度
事
業

の
重
点
事
項
と
し
て
ま
ず
、
常
任
会
議
員
会

議
と
農
業
委
員
会
総
会
の
活
性
化
で
農
業
委

員
会
系
統
組
織
の
位
置
付
け
を
明
確
に
す
る

こ
と
。
次
に
新
し
い
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
農
地
の
有
効
利

用
と
経
営
力
に
富
む
担
い
手
の
確
保
を
重
点

的
に
行
う
こ
と
。
更
に
、
財
政
難
の
中
で
の

負
担
金
、
拠
出
金
等
を
よ
り
一
層
、
効
果
的

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
統
合
交
付
金
等
関

係
予
算
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。
加
え
て
、

本
県
農
業
・
農
村
の
実
態
を
踏
ま
え
た
革
新

的
な
建
議
・
要
請
活
動
を
行
政
等
に
積
極
的

に
展
開
す
る
こ
と
の
４
項
目
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、「
い
わ
て
の
農
地
と
担
い
手
を
守

り
活
か
す
運
動
」
を
全
県
下
の
農
業
委
員
１

１
１
０
名
が
巡
回
活
動
を
展
開
す
る
な
ど
積

極
的
に
行
う
こ
と
や
市
町
村
合
併
の
進
む
中

で
の
第
19
回
農
業
委
員
統
一
選
挙
が
適
正
に

行
わ
れ
る
と
と
も
に
女
性
、
青
年
農
業
者
が

登
用
さ
れ
る
よ
う
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が

決
議
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
会
議
は
、
昨
年
、
創
立
50
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
農
業
・
農
村
を
取
り

巻
く
社
会
環
境
の
変
化
に
機
敏
に
対
処
し
た

組
織
再
編
や
業
務
の
見
直
し
等
に
取
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
県
の
行
政
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
準
じ
た
業
務
の
効
率
化
に
取

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年

の
組
織
再
編
に
続
い
て
、
こ
の
春
に
大
幅
な

2

去
る
、
４
月
６
日
に
全
国
情
報
会
議
が
東

京
都
文
京
区
の
椿
山
荘
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
会
議
は
毎
年
度
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
農
業
委
員
会
系
統
組
織
と
し
て
全

国
の
農
業
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
地
区
の
住

民
や
農
業
経
営
者
に
最
新
の
情
報
を
提
供
す

る
方
法
や
全
国
農
業
新
聞
の
記
事
や
全
国
農

業
図
書
の
内
容
の
検
討
、
さ
ら
に
普
及
方
法

等
に
つ
い
て
討
議
決
定
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
席
で
、
全
国
農
業
新
聞
の
普
及
部
数

の
多
い
農
業
委
員
会
が
表
彰
さ
れ
ま
す
が
、

本
県
か
ら
、
紫
波
町
農
業
委
員
会
が
普
及
部

数
で
第
６
位
、
普
及
率
で
第
３
位
と
な
り
、

遠
野
市
農
業
委
員
会
が
普
及
部
数
で
第
８

位
、
普
及
率
で
第
８
位
と
な
り
堂
々
の
上
位

入
賞
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
北
上
市
農
業
委
員
会
が
全
国
農
業
会
議

所
会
長
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
31
市
町
村
農
業

委
員
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

反
省
懇
談
会
で
は
、
全
国
の
農
業
委
員
会

に
負
け
な
い
取
り
組
み
を
創
意
工
夫
し
て
今

年
度
は
な
お
、
一
層
の
情
報
提
供
を
行
う
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

岩
手
県
農
業
会
議
定
例
総
会 

平
成
17
年
度
事
業
計
画
承
認 

紫
波
町
・
遠
野
市
農
業
委
員
会
全
国
表
彰 

全
国
情
報
会
議 

農
業
会
議
新
体
制
で 

業
務
の
刷
新 

農
業
会
議
新
体
制
で 

業
務
の
刷
新 

No.5 平成17年６月20日



去
る
、
４
月
11
日
に
盛
岡
市
の
「
エ
ス
ポ

ワ
ー
ル
い
わ
て
」
に
お
い
て
、
第
２
９
５
回

常
任
会
議
員
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来

賓
と
し
て
出
席
を
し
た
県
の
今
泉
敏
朗
農
林

水
産
部
長
か
ら
「
本
県
農
業
の
振
興
に
尽
力

を
頂
き
感
謝
す
る
、
本
年
度
予
算
が
減
額
と

な
っ
て
い
る
が
国
民
の
食
糧
確
保
は
重
要
で

あ
り
、
そ
の
根
幹
は
農
地
と
担
い
手
で
あ
る
。

農
地
の
法
的
許
認
可
は
厳
格
に
お
願
い
す

る
。
農
業
委
員
選
挙
の
年
で
あ
る
が
女
性
、

青
年
農
業
者
の
登
用
が
大
切
で
あ
る
。」
と

祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
は
農
地
法
第
４
条
、
第
５
条
の
規
程

に
基
づ
く
意
見
聴
取
の
ほ
か
、
本
年
度
の
当

会
議
の
開
催
日
程
と
県
農
業
振
興
課
・
農
業

会
議
の
新
体
制
の
紹
介
を
行
い
、
平
成
17
年

度
の
農
林
水
産
部
の
施
策
推
進
方

針
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。「
本
県

が
経
済
的
に
自
立
し
て
い
く
た
め

に
、
本
県
の
農
林
水
産
業
を
世
界

と
十
分
に
太
刀
打
ち
で
き
る
、
た

く
ま
し
い
産
業
に
転
換
し
て
い
く

と
と
も
に
、
農
山
漁
村
の
豊
か
な

暮
ら
し
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
」
と
し
た
基
本
的
な

考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
会
議
か
ら
は
法
定

諮
問
事
項
に
関
す
る
審
議
方
法
を

諮
問
前
と
諮
問
後
の
現
地
調
査
を

充
実
す
る
こ
と
と
面
積
に
か
か
わ

ら
ず
個
別
説
明
や
地
方
振
興
局
の

説
明
等
も
で
き
る
よ
う
に
改
正
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

去
る
、
４
月
22
日
に
盛
岡
市
の
第
二
産
業

会
館
に
お
い
て
、
岩
手
県
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会

長
に
農
業
会
議
会
長
　
中
野
昌
造
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

本
県
と
し
て
も
、
新
し
い
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
」
に
基
づ
く
、
経
営
安

定
対
策
や
水
田
農
業
改
革
の
集
落

ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
な
担
い
手
を
早

急
に
育
成
・
配
置
す
る
必
要
が
あ

り
、
関
係
機
関
・
団
体
が
一
丸
と

な
っ
て
取
組
む
た
め
に
設
立
し
た

も
の
で
農
業
会
議
が
事
務
局
と
な

り
ま
す
。

目
的
は
、
先
ず
市
町
村
長
が
計

画
認
定
を
す
る
認
定
農
業
者
を
現

在
の
約
７
０
０
０
人
を
１
０，
０

０
０
人
台
に
拡
大
す
る
こ
と
と
農

業
法
人
等
の
自
立
し
た
経
営
体
を

育
成
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
水

田
農
業
を
担
う
集
落
経
営
体
を
組

織
化
し
て
農
地
の
利
用
集
積
や
多

角
化
経
営
で
多
彩
な
担
い
手
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
か
つ
緊
急
的

な
取
り
組
み
で
す
。

市
町
村
に
も
地
域
担
い
手
育
成

総
合
支
援
協
議
会
が
22
ヶ
所
（
30
市
町
村
）

ほ
ど
設
立
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
一
体
と

な
っ
て
総
合
食
料
供
給
基
地
と
し
て
の
本
県

農
業
を
担
う
農
業
経
営
者
の
確
保
に
向
け
て

「
担
い
手
コ
ー
ル
オ
ン
３

ス
リ
ー

運
動
」
を
全
県
的

に
盛
り
上
げ
て
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

3

本
年
度
第
一
回
常
任
会
議
員
会
議
開
催 

県
農
林
水
産
部
長
挨
拶 

岩
手
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
設
立 

会
長
に 

農
業
会
議
会
長
就
任 
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去
る
、
４
月
22
日
に
タ
イ
国
か
ら
２
人
の

女
性
農
業
研
修
生
が
来
県
し
て
農
業
会
議
事

務
局
長
の
案
内
で
県
庁
を
訪
れ
、
竹
内
副
知

事
と
親
し
く
懇
談
を
し
ま
し
た
。
シ
リ
ボ
ー

ン
さ
ん
と
ナ
ル
モ
ン
さ
ん
か
ら
は
岩
手
農
業

の
経
営
や
流
通
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
多
く
の

食
文
化
に
も
触
れ
た
い
と
意
気
込
み
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

副
知
事
か
ら
「
本
県
は
、
日
本
の
食
料
供

給
基
地
と
し
て
安
全
安
心
な
農
畜
産
物
が
数

多
く
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
タ
イ
国
の
農

業
経
営
に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
励
ま

し
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

岩
手
県
国
際
農
友
会
（
事
務
局
・
農
業
会

議
）
は
今
年
で
13
年
目
、
49
人
目
の
研
修
生

を
迎
え
、
初
の
女
性
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、

江
刺
市
の
及
川
亙
さ
ん
と
紺
野
啓
さ
ん
の
農

場
が
来
年
２
月
末
ま
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

に
な
り
ま
す
。

去
る
、
５
月
18
〜
19
日
に
盛
岡
市
つ
な
ぎ

温
泉
「
ホ
テ
ル
大
観
」
で
58
農
業
委
員
会
の

会
長
が
集
う
最
後
の
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
３
月
の
定
期
総
会
で
承
認
さ
れ
た
本
年

度
の
事
業
計
画
の
具
体
的
な
行
動
計
画
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
全
農
業
委
員
の
活
動
が
期
待
さ
れ

ま
す
「
い
わ
て
の
農
地
と
担
い
手
を
守
り
活

か
す
運
動
」
は
農
地
の
利
用
集
積
を
活
発
化

す
る
と
と
も
に
地
域
に
必
要
な
多
彩
な
担
い

手
を
育
成
・
配
置
す
る
農
業
・
農
村
の
根
幹

と
な
る
行
動
を
担
当
地
区
ご
と
に
展
開
す
る

も
の
で
、
そ
の
趣
旨
が
十
分
理
解
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
情
勢
変
化
に
機
敏
に
対
応
す
る

情
報
の
提
供
や
老
後
の
生
活
保
障
に
農
業
者

年
金
の
加
入
促
進
等
も
了
解
さ
れ
ま
し
た
。

4

会
議
終
了
後
に
は
、
全
国
農
業
会
議
所
の

中
村
裕
専
務
に
、
中
央
情
勢
の
報
告
を
お
願

い
し
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
の

見
直
し
の
検
討
過
程
等
の
貴
重
な
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

水
沢
市
、
宮
古
市
、
宮
守
村
農
業
委
員
会

の
会
長
か
ら
は
活
動
成
果
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

去
る
、
５
月
26
日
に
東
京
都
の
第
一
衆
議

員
会
館
地
下
２
階
会
議
室
で
、
本
県
選
出
の

国
会
議
員
と
農
業
会
議
・
農
業
委
員
会
の
会

長
が
政
策
要
請
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

要
請
内
容
は
同
日
、
全
国
農
業
委
員
会
会
長

大
会
で
決
議
さ
れ
た
、
新
し
い
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
」
の
実
現
に
向
け
た
施

策
展
開
や
財
源
確
保
等
に
つ
い
て
、
特
に
、

本
県
農
業
に
係
わ
り
の
大
き
い
項
目
を
要
請

し
ま
し
た
。
58
農
業
委
員
会
の
会
長
で
要
請

懇
談
す
る
の
は
最
後
で
あ
り
、
７
人
の
国
会

議
員
本
人
と
親
し
く
懇
談
が
出
来
ま
し
た
。

各
議
員
か
ら
農
業
の
改
革
に
あ
た
り
農
業
委

員
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
る
と
励
ま
さ
れ
ま

し
た
。

タ
イ
国
農
業
研
修
生
が 

竹
内
副
知
事
を
表
敬 

市
町
村
農
業
委
員
会 

会
長
会
議
開
催 

本
年
度
の
行
動
計
画
承
認 

本
県
選
出
国
会
議
員
に 

政
策
要
請 

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
決
議
項
目 
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去
る
、
５
月
23
日
に
盛
岡
市
の
「
エ
ス
ポ

ワ
ー
ル
い
わ
て
」
で
、
岩
手
県
経
営
構
造
対

策
推
進
委
員
会
議
（
会
長
・
農
業
会
議
会
長
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
と
関
係
団
体
で

構
成
し
、
農
業
会
議
が
事
務
局
を
預
か
る
推

進
委
員
会
で
す
。
経
営
構
造
対
策
事
業
等
、

国
の
助
成
事
業
で
整
備
さ
れ
た
施
設
の
有
効

利
用
や
新
た
に
取
組
む
地
域
の
合
意
形
成
手

法
等
に
つ
い
て
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
や
専

門
家
を
招
い
て
の
研
修
会
等
を
行
う
平
成
17

年
度
の
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
実
施
は
元
よ
り
実
施
後
の
点
検
評
価

に
重
点
を
お
い
た
指
導
が
重
要
視
さ
れ
て
お

り
、
目
標
達
成
に
向
け
た
調
査
と
改
善
指
導
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

県
内
43
市
町
村
に
お
い
て
、
農
業
委
員
会

法
に
基
づ
く
３
年
に
一
度
の
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す
。
市
町
村
合
併
の
進
む
中
で
の
新
し
い

体
制
づ
く
り
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
各

選
挙
管
理
委
員
会
が
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

各
農
業
委
員
会
に
お
い
て
も
遊
休
農
地
の

解
消
や
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を
積

極
的
に
進
め
て
お
り
、
そ
の
主
力
と
な
る
農

業
委
員
の
適
正
配
置
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

農
地
の
法
的
業
務
に
加
え
て
担
い
手
育
成
対

策
も
大
き
な
業
務
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

女
性
や
青
年
農
業
者
の
登
用
で
幅
広
い
活
動

が
出
来
る
よ
う
選
挙
・
選
任
を
組
み
合
わ
せ

て
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

5

１
　
通
信
員
取
材
研
修
（
５
月
12
〜
13
日
）

全
国
農
業
新
聞
岩
手
県
支
局
の
地

域
毎
の
通
信
員
が
雫
石
町
の
農
業
法

人
「
花
工
房
ら
ら
倶
楽
部
」
で
取
材

と
写
真
撮
影
の
実
習
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
わ
が
町
の
宣
伝
活
動
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

２
　
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

計
画
承
認
　
（
５
月
25
日
）

農
業
会
議
が
事
務
局
を
預
か
る
岩

手
県
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
県
農
村
の
宣
伝
・
招
聘
活
動

に
民
間
活
力
を
十
分
に
生
か
し
た
事

業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

３
　
農
業
者
年
金
新
任
者
研
修

（
５
月
24
日
）

農
業
経
営
者
の
老
後
生
活
を
保
証

す
る
農
業
者
年
金
加
入
は
不
可
欠
で

す
。
農
業
委
員
会
と
農
協
職
員
の
加

入
活
動
が
重
要
で
す
。
新
任
職
員
の

基
礎
研
修
も
終
わ
り
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

４
　
土
地
区
画
整
理
事
業
計
画
聴
聞
会

（
５
月
31
日
）

盛
岡
市
の
上
厨
川
地
区
の
土
地
区

画
整
理
事
業
計
画
に
つ
い
て
現
地
調

査
と
聴
聞
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
同

意
率
１
０
０
％
近
い
地
区
で
商
工
団

地
と
住
宅
団
地
が
効
果
的
に
配
置
さ

れ
る
計
画
で
す
。

５
　
農
業
委
員
会
担
当
者
会
議

（
６
月
３
日
）

会
長
、
事
務
局
長
会
議
に
続
い
て
、

担
当
者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
い
わ
て
の
農
地
と
担
い
手
を
守
り

活
か
す
運
動
」
等
、
新
し
い
行
動
の

具
体
的
な
発
想
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

６
　
担
い
手
確
保
に
全
力
（
６
月
７
日
）

岩
手
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協

議
会
（
事
務
局
　
農
業
会
議
）
は
各

市
町
村
・
農
協
・
地
方
振
興
局
・
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
担
当
職
員

が
日
本
の
総
合
食
料
供
給
基
地
と
し

て
の
、
本
県
農
業
を
維
持
発
展
さ
せ

る
た
め
に
一
丸
と
な
っ
て
認
定
農
業

者
や
農
業
法
人
・
集
落
営
農
を
育
成

す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

TOPICS

経
営
構
造
対
策
の 

事
業
計
画
を
承
認 

７
月
１０
日
は
農
業
委
員 

統
一
選
挙
の
投
票
日 
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６月10日 第297回常任会議員会議
（盛岡市　エスポワールいわて）

６月22日 いわて農業者トップスクール入学式
（盛岡市　岩手大学農学部）

６月24日 農業者年金業務担当者会議　
（盛岡市　サザンパレス）

６月28日 岩手県農業法人協会総会
（盛岡市　第二産業会館）

７月６日 農業委員会農地等業務担当者
基礎研修会（盛岡市　自冶会館）

７月11日 第298回常任会議員会議
（盛岡市　エスポワールいわて）

８月２日 第81回岩手県農業会議臨時総会　
（盛岡市　サンセール盛岡）

８月上旬 いわて農業者トップスクール
公開講座（水沢市）

８月10日 第299回常任会議員会議
（盛岡市　エスポワールいわて）

８月中旬 いわて農業者トップスクール
公開講座（二戸市）

6月から9月の主な行事
●
農
業
会
議
は
業
務
分
担
を
大
き
く
変
え
ま
し

た
。
２
ヵ
月
を
経
過
し
て
起
動
に
乗
っ
て
き

ま
し
た
。
新
し
い
発
想
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
補
助
金
が
交
付
金
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
だ
、

事
務
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
か
な
い
よ
う

で
す
が
改
革
と
は
難
儀
す
る
も
の
で
す
。
達

成
感
に
期
待
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

●
久
慈
の
田
村
さ
ん
達
が
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
を

経
営
し
て
「
ゆ
め
牛
乳
」
を
牧
場
の
味
と
し

て
消
費
者
に
届
け
る
夢
を
実
現
し
ま
し
た
。

県
内
で
も
こ
う
し
た
法
人
経
営
者
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
商
品
を
東
京

銀
座
の
「
銀
河
プ
ラ
ザ
」
で
一
同
に
会
し
た

い
も
の
で
す
。

●
晩
霜
も
無
く
さ
く
ら
ん
ぼ
や
り
ん
ご
の
生
育
も

順
調
の
よ
う
で
す
。
長
雨
や「
や
ま
せ
」が
来
な

い
よ
う
神
頼
み
で
も
し
た
い
気
持
ち
で
す
。

●
あ
る
会
議
で
銀
座
の
銀
河
プ
ラ
ザ
で
人
気
の

高
い
「
岩
手
路
季
節
弁
当
」
を
味
わ
い
ま
し

た
。
朝
一
番
の
新
幹
線
で
歌
舞
伎
座
の
開
場

前
の
販
売
に
間
に
合
わ
せ
る
ロ
マ
ン
に
加
え

て
岩
手
素
材
の
良
さ
が
長
期
人
気
を
保
つ
原

因
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

●
行
政
が
農
林
水
・
商
工
等
の
他
分
野
と
の
連

携
で
産
業
や
観
光
等
の
活
性
化
に
取
組
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。
関
係
団
体
や
各
経
営
体
の
自

主
的
且
つ
革
新
的
な
連
携
戦
略
が
必
要
で
す
。

●
い
わ
て
農
林
水
産
振
興
協
議
会
は
、
改
革
か

ら
攻
め
の
姿
勢
に
転
じ
た
取
り
組
み
や
革
新

的
な
担
い
手
連
携
・
積
極
的
な
産
地
作
り
を

事
業
計
画
に
組
み
入
れ
成
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

（
由
）

6
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政
策
支
援
対
象
の
担
い
手
と
は

平
成
19
年
か
ら
明
確
な
担
い
手
に

様
々
な
支
援
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た

が
、
ど
の
よ
う
な
農
業
者
が
明
確
な

担
い
手
で
す
か
。（
前
沢
町
　
Ｍ
・
Ｍ
生
）

●
具
体
的
に
は
、
国
が
こ
の
秋
に
向
け
て
検

討
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
現
在
の
新
し
い

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
に
よ
る

と
ま
ず
、
認
定
農
業
者
、
そ
し
て
農
業
法
人

や
集
落
営
農
経
営
体
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
経
営
部
　
村
上
次
長
）

集
落
営
農
と
は

経
営
規
模
の
小
さ
い
農
家
は
集
落
営

農
に
参
加
す
る
よ
う
に
進
め
ら
れ
ま

す
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。（
紫

波
町
　
Ｙ
・
Ｍ
生
）

●
集
落
営
農
と
は
、
効
率
の
良
い
生
産
と
農

地
の
有
効
利
用
を
図
る
仕
組
み
で
、
小
規
模

農
家
や
兼
業
農
家
で
も
担
い
手
に
な
れ
る
組

織
で
す
。
様
々
な
形
態
が
あ
り
ま
す
が
、
稲

作
の
合
理
化
に
よ
る
余
剰
労
働
力
を
活
用
し

て
野
菜
を
導
入
し
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す

し
、
成
熟
度
に
よ
っ
て
法
人
化
す
る
と
い
う

発
展
も
望
ま
れ
ま
す
。
特
に
担
い
手
の
い
な

い
と
こ
ろ
で
は
、
関
係
機
関
・
団
体
の
協
力

を
得
て
集
落
営
農
を
考
え
て
み
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。（
経
営
部
　
上
野
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

法
人
化
で
農
業
者
年
金
は
ど
う
な
る
の

農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、

有
限
会
社
に
登
記
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
年
金
は
ど
う
な
り
ま

す
か
。（
盛
岡
市
　
Ｓ
・
Ｔ
生
）

●
法
人
経
営
に
な
り
ま
す
と
経
営
主
の
場
合

は
農
業
者
年
金
を
継
続
す
る
か
、
厚
生
年
金

に
加
入
す
る
か
、
選
択
出
来
ま
す
。
加
入
し

た
場
合
は
脱
退
と
な
り
ま
す
。
従
業
員
は
厚

生
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
農
業
者
年
金
は
脱
退
と
な
り
ま
す
。
い

ず
れ
も
一
時
金
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
将

来
老
齢
年
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
経
営
部
　
菊
池
主
事
）

10
ア
ー
ル
農
家
は
ど
こ
で
も
で
き
る
の

岩
手
県
で
も
10
ア
ー
ル
の
農
地
で
農

家
に
な
れ
ま
す
か
。（
盛
岡
市
　
Ｋ
・

Ｈ
生
）

●
こ
れ
ま
で
は
、
構
造
改
革
特
区
に
認
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
改
正
さ
れ
９
月
か

ら
施
行
さ
れ
る
予
定
の
農
地
法
施
行
規
則
で

は
遊
休
農
地
が
相
当
程
度
存
在
す
る
区
域
な

ど
一
定
条
件
の
も
と
で
10
ア
ー
ル
の
農
地
を

借
り
て
も
所
有
し
て
も
農
家
に
な
れ
る
方
向

で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
最
寄
の

農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
総
務
・
農
地
部
　
菅
原
調
査
役
）
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